
十 和 田 よ り 函 館

短 食 2の 堪

 東北での一夜が明けると,ど ん よりとした曇空,吐 く息が白く見える冷たい朝であった。

フキ,ワ ラビ,ゼ ンマイ等の,山 菜料理のおい しかった事が印象に残って いる。

 7時30分 朝 もやをっ いての出発。 神秘的な色を漂わせる十和田の湖に別れを告げ,

昨 日.ガ イ ドさんに 習った 鴨湖畔の乙女 論の コ。ラスを乗せて,ダ ケ カンパの木 々の緑の
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アーチの 下をくぐって,パ スは奥入瀬の渓流紀沿って走る 。

小さな橋を渡 る度にs右 に左にと,め まぐるしく変 る渓流は,時 には,苔 む した岩肌に,

真 白いしぶ きを くだき,時 にはゆるやかに流れ,両 岸には緑の間か らs勇 壮に,又 今にも

とぎれそうに細 い絹糸の ように,銚 子の滝やi雲 井の滝等の大小様 々な滝をみることが出

来る。 リユツクを背負って,こ のすばらしい山の道を 歩 い て ぐる 若い人達の グループを

見て,自 分達 も;バ スをおりて歩いたらどんなにすばらしいだろうとくや しがった事だっ

た。 途 中,柱 の古い大木にs大 石がもたれかか る 「石ケ戸の洞窟」で小休止。うす暗く

て,そ の洞窟のあちこちには点 々と白 く跡がっいている。誰かが 「これはs緑 結びのおま

じな いで,水 でぬ らした紙を投げ,出 来るだけ上の方にひつっければ,良 い緑にめ ぐりあ

えるb」 と聞いてきた ものだか ら,皆 はそ ばのせせ らぎで,し め した紙を放 り上げて大奮

斗! さて,御 利益があるか どうか・……"o

 奥入瀬を過ぎると 緊単調な山あいの道のため,朝5時 に起きた事が,バ スの振動 と共に

眠気を呼び,コ ツク リコツク リやっている間に,今 までの景色 とは.う ってかわっ て見晴

らしの良 い所4rや ってきた。八甲田連峰を遠 くに望み,見 わたす限 り緑 の スロープが続 く

菅野高原に着いたのだ。こ1で バ スを降 りて記念撮影。寝そべっている牛に,こ わごわ近

づいて一緒 に写真を とろ うとす るのだが,牛 の方が逃げて しまう。それを追いかけるグル

ープや,草 の上にね ころぶ人達等 々,今 までバスの中に押 し込め られ ていたが,大 いに手

足をのば して休むことが出来た。

 岩木山展望所,青 森展望所を経て,6時 間近いバス旅行を終え,青 森に着いたのが1時

50分 項。青森駅から連絡船までは,可 成の距離が あり,も のすごく長いプラツ トホーム

を渡りs階 段を上り,重 い荷物を持って,ヨ タヨタと皆の後にっいてあるくのがやっ とで,

売店仁売っているおいしそうな青い リンゴも,横 目でにらみっけただけで.ど う や ら 船

に乗り込んだ。

 ドラが鳴 り.船 は岸壁を少 しつつはなれていく。 これから何 日間かは,本 州ともお別れ

と,段hと かすんでゆ く津軽の山並をながめながら,ち よっとオセンチになってきたら,

急に琴くなり ・風も強 くなってきたので早 々にデ ツキを離れて船室に入り ・トランプやゲ

0ム をしできわいで いると,船 がゆれ始めた。海峡の中央にさしかかったらしい。横にな

った方が楽だと,聞 いたのでsコ ・一トをかぶってね ころんでいる内に ・窓を通 してはるか

遠 くにsタ やみ迫 る函館の山 々が 見え出した。青森を出て5時 間近 くたっている。思って

いたよりも長い船旅であった。

一一13一



船 が 函 館 にら く頃になると,静 かに雨が降 り出 して,私 達の北海道 の第 一 歩 は こう

して雨と寒さに始 まったのであう。


